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■■制度の経緯と意義■■■■ 

日本経編協会では、昭和４３年から数年間にわたり福井県経編メリヤス工業組合で実

施されていた「経編メリヤス技能者認定試験」と、これまで各社ごとに行われてきた技

能のノウハウを集約し、統一的に従業員の技術、技能及びその知識（以下、「技能等」

という。）の習得、維持、向上が図れるよう平成１８年度より「たて編ニット生地製造

技能試験制度」を創設し実施しております。平成２１年度からは、経済産業省製造産業

局繊維課の承認を得、新たな制度として試験を実施しています。平成３０年度からは更

に上位の特級を新設し実施いたします。 
本制度により、個々の企業を超えて、共通に業務の遂行に必要な職業能力を評価でき

ることは、各企業にとっては、もの作りに大切な技術者の確保、技能の育成や向上のた

めの的確な目安･指標を得られるとともに、長年培われてきた高度なたて編技術を確実

に次世代へ伝承させる一助となるものと考えます。 
また、従業員や就職･再就職しようとする人々にとっても、自己の職業能力を客観的

に把握し、自己の能力開発の方向を見出す手段となる点でも、意義のあることと考えま

す。 

■■技能試験受検のご案内■■■■ 

たて編ニット生地製造技能試験制度とは、たて編ニット生地製造業務に従事する者と

して有すべき技能等の程度を審査し、公証するものです。 
 
Ⅰ たて編技能試験の対象 

審査の対象は、「たて編ニット生地製造業」に従事する者の有する技能等で、受検

資格は特級が１級取得後５年以上、１級が勤続７年以上、２級が勤続２年以上の実務

経験とします。年数については、勤務先の実務経験の証明が必要です。 
 
Ⅱ 試験の内容 
 
（１）実技試験 
  実技試験の課題は各級共に下記の５つからなっており、試験の作業内容は、事前に

受検者に公開いたします。 
☆特級 

試験課題 シングル機 ダブル機 

1.整経(管理) 糸の実デシテックス計測と取り反数の確認 

2.たて編機の取扱い パターンホイルの着脱・調整 釜間の変更・調整 

3.編立て シンカーブロックの交換 チェーンの交換・調整 

4.管理・検査・補修・

設計 
たて筋の原因と場所の特定

作業 
 

たて編ニット生地製造技能試験の実施について  



☆１級・２級 

試験課題 １級 ２級 

1.整経 マスタービームの整経 整経機のテンション測定 

2.たて編機の取扱い 編巾の調整 送出し歯車の交換 

3.編立て 編糸の仕掛け ニードルの交換 

4.管理・検査・補修・

設計 

組織の柄駒(チェーン駒)組み 編み上がり製品の流し作業 

 編地の補修 

 
（２）学科（筆記）試験 

たて編ニット生地製造職種における技能等において、特級は、管理・監督者が通

常有すべき知識とし、１級は業務従事者が通常有すべき専門的知識、２級は業務

従事者が通常有すべき基本的知識とし、主として次の範囲から出題されます。 
①たて編ニット生地製品の理解 
②素材の取扱い 
ｱ、繊維の種類、性質及び用途 
ｲ、たて編糸の種類、性質、用途、より方及び表示法 
ｳ、たて編ニット生地の種類、性質及び用途 
ｴ、たて編の基本組織及びたて編ニット生地の組織の特徴 

③設備等の取扱い 
ｱ、たて編ニット生地製造に使用する機械の種類、構造、用途及び使用方法 
ｲ、たて編機の調整に使用する器工具及び計測器の種類、用途及び使用方法 

④設計書に関する理解 
⑤たて編ニット生地の加工の方法 
⑥たて編ニット生地製造に関する日本工業規格 
⑦品質管理・検査 
⑧生産管理 
⑨作業指導（特級のみ） 
⑩安全衛生 

 

■■受検の申請について■■■■ 

受検を希望される方は、当協会が作成している「たて編ニット生地製造技能試験受検

申請書」（様式第１号）に基づいて申請して下さい。また、申請の際には「実務経験証

明書」（様式第２号）等のコピーを添付して下さい。なお、一方合格者で受検資格のあ

る方が再受検の申請をする場合は、一方合格者証明書（ハガキ）を様式１に添付して下

さい。 
また、同一企業又は同一事業所で受検希望者が多数に上る場合は、企業又は事業所の

責任で一括申請をすることができます。（（様式第１号-2）を添付） 
受検の申請期間は令和３年５月２０日(月)～７月９日(金)とします。 

  （※各地区組合にて取りまとめをいたします） 



日 本 経 編 協 会  
場 所：〒910-0005 福井県福井市大手３-7-1 

(繊協ビル 707) 
電 話：（０７７６）２７－０７７１ 
ＦＡＸ：（０７７６）２６－８８７０ 

 
日本ニット工業組合連合会 

場 所：〒130-0026 東京都墨田区両国４-37-2 
(ＴＫＦ会館 ３階) 

電 話：（０３）５６００－２１００(代表) 
ＦＡＸ：（０３）５６００－２１０１ 

 
日本編レース工業組合連合会 

場 所：〒113-0033 東京都文京区本郷４-12-16-109 
電 話：（０３）３８６８－５３５６ 
ＦＡＸ：（０３） 

 

■■受検料の納付について■■■■ 

令和３度受検料は、以下のとおり。 
等 級 学  科 実  技 
特 級 １１,０００円 ４４,０００円 
１  級 ８,０００円 ３８,０００円 
２  級 ６,０００円 ３８,０００円 

「たて編ニット生地製造技能試験受検申請書」（様式第１号）による受検申請に合わ

せて、下記の口座を通じて納付して下さい。なお、振込手数料は各自で負担して下さい。

※その他、試験監督者の旅費等実費分をご負担いただく場合があります。※請求書を発行いたします。 
① 北陸銀行 福井支店  普通預金 Ｎｏ．５１１０１４０ 
  日本経編協会 宛 
② ゆうちょ銀行     当座預金 Ｎｏ．００４００３２ 
 

■■試験実施の日時及び場所について■■■■ 

試験実施日時及び場所を特定の上、受検申請の受付を行うのが本来ですが、実技試験

の関係もあり、受検申請を締め切った後、受検希望者の規模、試験実施工場の場所等を

勘案の上、試験日時と場所を決定し、各自にお知らせすることといたします。 
なお、試験実施の期間は令和３年８月２０日～８月３１日の間を予定しています。 
※コロナ感染拡大の状況によっては変更または中止になる場合もあります。 
 

 
 技能試験実施団体および協力団体所在地一覧 


